










要約:学童期小児の骨折頻度は15 年前に比べ、約 1.5 倍と急激に増加しており、その要因

の解明は急務であるが、原因の一つにライフスタイルの変化に伴う運動不足があげられて

いる。我々は単純性肥満を呈する低運動児に対し、Slope150 に相当する運動負荷を一週

間指導して、その後約半年間負荷前の1.5-2.0 倍の運動量を万歩計を用いて指導すること

により、骨代謝マーカー及び骨量の変化を解析した。これら運動負荷により骨吸収マーカ

ーの減少及び骨量の増加傾向を認めた。同時に運動量を急激に減少させることは逆に骨吸

収を促進する可能性を示唆する結果を得、至適な運動の維持は骨代謝回転及び骨量の増加

に重要な因子となっていることが確認された。


